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実証概要 

 VPPが一般送配電事業者の調整力として活用されていくための基礎を提供するため、 
需給調整市場を見据えて設定された共通実証メニューの要件を取り込んだVPP共通
基盤システムを構築する。その上で、B-1事業者システムとの接続試験等を経て、通年
の共通実証を遂行する。 
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インターネット 

ネットワーク機器 

早稲田大学 
（一般送配電事業者の役割） 

B-1事業 A社 

B-1事業 B社 

B-1事業 C社 

・
・
・ 

アグリゲーション 
コーディネーター 

 

オペレータ 供出可能量報告（メール） 
（売り入札相当） 

イベント送信（初期、更新） 
レポート要求（ステータス、実績値） 

レポート報告（ステータス、実績値） 

発動 

オペレータ 

発動時間帯共有（買い入札相当） 

共通基盤システム 

発動 

需給調整市場の手続きを模す 



H30年度中の実施事項 
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 

実証スケジュール 

２次調整力② 
実証 

（8/6～9/28） 

試験スケジュール 

接続試験 
(7/13~19) 

一気通貫試験 
(7/20~31) 

2次調整力② 
リハーサル 

(8/01~8/03) 

3次調整力② 
下げリハーサル 
(9/25,26) 

3次調整力② 
上げリハーサル 
(10/30,31) 

３次調整力② 
下げ実証 

（10/1～11/2） 

３次調整力② 
上げ実証 

（11/5～11/30） 

３次調整力① 
下げ実証 

（1/7～2/1） 

3次調整力① 
リハーサル 

(12/25,26) 

３次調整力② 
下げ実証 

（12/3～12/28） 

共通基盤 
システム 
構築 

分析・課題抽出 

① 共通実証メニューの通信仕様策定 

③ 共通実証の遂行（8月～2月） ④ 実証を通じた課題抽出 

② 指令値変更パターンの精査 



実証成果：通信仕様策定 

 「ディマンドリスポンス・インタフェース仕様書」準拠 
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イベントの種類 

共通実証メニュー 継続時間 単位時間 備考 

二次調整力②（下げDR） 30分 30分 指令値変更なしのため持続時間（30分間）を採用 

三次調整力②（上げDR） 4時間 4時間 指令値変更なしのため持続時間（4時間）を採用 

三次調整力②（下げDR） 4時間 30分 指令値変更ありのため単位時間（30分間）を採用 

三次調整力①（下げDR) 4時間 15分 指令値変更ありのため単位時間（15分間）を採用 

例： 3次調整力②・東京エリアにおける，2018年5月18日10:30の可能量が100kW 

2018/05/18 

09:30 

10:00 

10:30 

年月日 時刻 

90kW 

93kW 

100kW 

可能量 

3次調整力② 
（持続時間4時間） 

 

東京エリア 

サービス・エリア 09:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 

90kW 90kW 90kW 90kW 90kW 90kW 90kW 90kW 

93kW 93kW 93kW 93kW 93kW 93kW 93kW 93kW 

100kW 100kW 100kW 100kW 100kW 100kW 100kW 100kW 

10:30～14:30の30分コマ全て（8コマ）で，
1分計測値（kW）平均100kWを達成できる 

意味 

レポートの種類 方針 

制御量の報告（kW） 持続時間と持続時間前後5分の制御量（kW)をVENから1分周期で報告 

状態報告 (Push型のVENのみ） 
初期登録完了後、VTNから状態報告を要求 
送信間隔5分でエンドレスでVENから報告するようVTNから要求 

 供出可能量の報告 



実証成果：指令値変更パターンの精査 
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計画として昼落ち織り込み 

想定以上に昼落ちした場合 

 指令値変更例 ＜三次調整力②相当（下げDR）＞ 1/2 

% 

% 



実証成果：指令値変更パターンの精査 
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PV増加がした場合 

 指令値変更例 ＜三次調整力②相当（下げDR）＞ 2/2 

% 

% 



実証成果：共通実証の遂行 

 共通実証メニューの完了 
 接続試験・実証本試験を通じて、通信仕様に起因する事象は特段発生無し。 

 発動実績 

 

 

 応動を確認 （３次調整力①制御例） 
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二次調整力②相当 
（下げDR） 

三次調整力② 
（上げDR） 

三次調整力② 
（下げDR） 

 

三次調整力① 
（下げDR） 

合計 

39回 20回 48回 30回 137回 



実証課題：指令の形式 
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 指令値変更の表現形式の精査が必要 

変更 

本年度の実証では、指令値変更に 
対する応動を完了すべきタイミング 
という意味で指令値変更を表現した 

変更後の指令値に向けて、制御する
という意味では、即時指令値変更 
するように表現した方が実装し易い 
可能性がある 

３次調整力① 指令値変更例 



実証課題：瞬時値の計測 
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 積算電力量計の区間平均値を瞬時電力としてみなす場合、 
計測器の表現桁数に起因する誤差が発生し得る。 

 

 本事象と想定される例 



次年度以降の計画 

 需給調整市場の制度設計に即した実証 
 簡易指令システムによる発動が想定 
されている三次調整力②に加え、技術的 
にVPP共通基盤システムで発動し得る 
メニューに関して、制度設計状況に即した 
実証を行う。 

 

 発動形式、上りテレメータ形式等 

 

 

 

 約定後の供出不能時（緊急時）における連絡手段の確立 
 一般送配電事業者は事前に応動不能情報を受け取れることが出来れば、他サイト
への配分を先行実施することが可能となる。 

 需要家機器の故障等、緊急時の供出不能連絡をOpenADRで実現する方式を 
検討する。 
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